
令和5年2月10日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：８０％以上の正規教員がChromebookに月に10日以上
ログインし活用した。

３：７０％以上の正規教員がChromebookに月に10日以上
ログインし活用した。

２：６０％以上の正規教員がChromebookに月に10日以上
ログインし活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に対応
した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組織的
な対応をしなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。
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C（児童）：
　学校評価児童アン
ケート「先生は、わから
ないことやこまったこと
があるときに、助けてく
れたり相談にのってくれ
たりする」で肯定的な回
答をした児童の割合

P（保護者）：
　学校評価保護者アン
ケート「教員は、教え方
を工夫している」で肯定
的な回答をした保護者
の割合

C（児童）：
　学校評価児童アン
ケート「運動が好きで、
すすんで体を動かして
いる」で肯定的な回答を
した児童の割合

P（保護者）：
　学校評価保護者アン
ケート「子どもは、体力
や運動能力、運動への
意欲や健康への関心を
高めている」及び「学校
は、児童の体力向上や
健康教育の推進に努め
ている」で肯定的な回答
をした保護者の割合

Ａ

2

１：
いずれか
でも70%未
満
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プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康
の
増
進

Ｃ

Ａ

４：
全て90%
以上

Ｄ

Ｃ

Ｄ

４：
全て90％
以上

３：
全て80%
以上

２：
全て70%
以上

２：
全て
70％以上

３：
全て80％
以上

6

B

　本年度から校舎増築工事が
本格的に開始され、日々の運
動や外遊び等を行う上での対
応を工夫してきた。令和６年度
にプールが使用できなくなるこ
とを念頭に置いた学習計画を
はじめ、体育的行事の実施方
法なども児童の安全と運動量、
運動を通して得られる充実感と
の両立を目指して柔軟に計画
を見直してきた。
　独自の取組である「馬込チャ
レンジ」の取組には不十分な面
もあった。運動への意欲や運
動習慣については、児童によ
る個人差も大きい。体力向上
に向けた学校全体での取組や
体育的行事等を、校舎増築工
事の進捗を考慮しながら充実
させていきたい。

目標に対する成果指標

４：
全て90％
以上

1

３

C４
（90）

P3
（89）

学校関係者記入欄

1

5

6

2

令和５年度　大田区立馬込小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ち
た豊かな心を
はぐくみま
す。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

　〇　学級数　２２学級　　　〇　児童数７０５名（令和５年５月１日現在）
　〇　教員数３２名　…校長1、副校長1、主幹教諭２、指導教諭１、主任教諭５、主任養護教諭１、教諭２１（臨時的任用、休業等含む）  〇　行政系職員２名（事務、栄養士）　〇　その他、会計年度任用職員・委託・派遣職員
　〇　校内研究　研究主題「互いの考えを認め合い、高め合える児童の育成」　－生活科・総合的な学習を通して－
  〇　特色ある教育活動　…　馬込の特色を生かした地域学習の充実「シクラメン栽培」「大森麦わら細工」「馬込半白胡瓜等特産野菜の栽培」「馬込はかせになろう」、タブレットを活用した「馬込家庭学習DX」
  〇　体験活動、人との関わりを大切にする活動の重視　　　〇　学校支援地域本部「スクールサポートまごめ」と連携した教育活動
  〇　教員の交換授業（第５，６学年における一部教科担任制）、中・高学年での副担任制の導入

4

成果評価
これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評価
に必要な学校の情報を適切に提供し、適正
な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基
本情報、児童・生徒の活動情報等をホーム
ページ等で公開及び更新することにより、
積極的に情報を発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と

な

っ
て
と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う役
割などを明確
にし、地域に
開かれた教
育の実現を
目指します。
また、相互の
連携を深め、
子どもを育て
る仕組みを
作ります。

３

C３
（81・86）

P４
（９１）

0

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果を、
自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校におけ
る特別支援教育を推進する。

C（児童）：
　学校評価児童アン
ケート「宿題や家庭学習
をしっかりとやっている」
及び「学校や地域のこと
が好き」で肯定的な回
答をした児童の割合

P（保護者）：
　学校評価保護者アン
ケート「学校は、教育活
動や学校の様子を学校
公開や保護者会、学校
行事、おたよりやホーム
ページ等を活用して積
極的に伝えている」で肯
定的な回答をした保護
者の割合

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

　児童の家庭学習への取組には個
人差が見られる。新おおた教育ビ
ジョンの趣旨を踏まえ、大田区家庭
学習研究推進校として取り組んでき
た研究成果を、日々の実践に反映
させていく。
　家庭・地域と共に歩む学校づくりを
目指し、その一環として学校広報に
は常に力を入れて取り組んできた。
特に学校ホームページでは学校の
様々な取組や日々の様子を「馬込
の日々」として毎日更新してきた。目
標として設定した掲出数（毎月４０記
事以上（８月を除く）、年間４４０記事
以上）を十分に達成しており、保護
者アンケートの結果もおおむね好評
である。
　一方、次年度に予定される給食室
改修工事に対するネガティブな反応
もいただき、情報発信の難しさを感
じた。行政と連携しPTAの力を借り
ながら、児童や各家庭の切実な課
題に寄り添った対応を心がけてい
く。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

C（児童）：
　学校評価児童アン
ケート「授業で学習した
ことがよくわかる」で肯
定的な回答をした児童
の割合

P（保護者）：
　学校評価保護者アン
ケート「子どもは、基礎
的な学力を身に付けて
いる」で肯定的な回答を
した保護者の割合

0

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

B

3

※「評価」欄が無記入であった項目については、数値に含めており
ません。所見は基本的にいただいた原文どおりです。

３：全て
80%以上

Ｂ

Ａ

４：
全て90％
以上

家庭との連携により「馬込家庭学習
DX」を推進する。

３

C３
（88・95）

P３
(96・88）

２

C２
（76）

P２
（79・85）

２：
全て70%
以上

１：
いずれか
でも70%未
満

4

4

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

4

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

Ａ

Ｂ

１：
いずれか
でも70%未
満

4

2
道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を行
う等道徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。

体育的行事、部活動、休み時間など様々な
機会を通して運動習慣の確立を推進する。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

Ｄ

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生徒
に対して組織的に対応する。

4

3

0

Ｃ

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

校内研究「互いの考えを認め合い、高め合
える児童の育成～生活・総合的な学習を通
して～」に取り組み、教員一人一人の授業
力の向上を図る。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

4

4

C（児童）：
　学校評価児童アン
ケート「きまりを守って行
動している」及び「自分
や友達のことを大切にし
ている」で肯定的な回答
をした児童の割合

P（保護者）：
　学校評価保護者アン
ケート「子どもは、やさし
く思いやりのある子に
育ってきている」及び
「学校は、児童の基本
的生活習慣や規範意識
などを育てる心の教育
の推進に努めている」で
肯定的な回答をした保
護者の割合

2

〇自己肯定感についてに関しては、個々人に向き
合う姿勢が重要であると感じます。

○１番基本的で１番大切なことでもある「授業の理
解度が高い」ことは素晴らしいです。「わかった！」と
思えることで次の意欲につながり、心が健康でいら
れる理由の１つにもなると思います。

○現状のまま。

○次年度、評価が２期制に移行するにあたりチェッ
クシートで保護者に到達度を共有することの重要性
は増すものと思います。連絡連携を密にしていただ
くことを期待します。

○先生方がとても丁寧に授業をされていると思いま
す。特に学習補助の先生も授業に加わり、個別に
つまずき等をなくすよう補助をされていることはとて
も有難いです。これからも様々な取り組みに期待し
たいと思います。

○給食室工事は大きな変化ですよね。お弁当問題は働く両親保
護者には一大事だということもわかります。行政、地域、PTAな
どと連携し対応しているのはさすが馬小だと感じます。ホーム
ページ更新お疲れ様です。日々の充実した内容にご負担が大き
すぎないか心配になるほどです。

○現状のまま。

○PTAが作成している広報誌で多くのイベント内容、そして児童
の楽しい姿が記憶に残りました。理屈では「○○にアクセス」す
ればもっと濃い内容がゲットできる様ですが、昭和生れには再
度観たくなった時にそばにあるのが一番です。

○家庭学習については受験を考えるかどうかなど、家庭ごとに
目標や課題が異なります。こちらは柔軟に家庭ごとの事情を考
慮した目標設定を可能にしていただければイチ保護者として愚
考します。

○今まで行事等に制限があったが、その後は町会の行事等に
保護者も一緒に積極的に参加されている。

○学校ホームページより毎日学校の様子、取り組みが発信され
とても素晴らしいと思っています。学校支援地域本部も先生方
に気軽に活用していただけるようになりました。地域の皆様も学
校とのかかわりを楽しみにされています。

2

スポーツに親
しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の
向上など、生
涯にわたって
健康増進を
図る意識の
向上をめざし
ます。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

児童の基本的な学習・生活習慣の確立を
目指して、「馬込生活スタンダード」に基づく
指導を継続的に行う。

　成果評価「４」にはわずかに
達しなかったものの、アンケー
ト結果は児童、保護者共に肯
定的な回答の割合が高かった
と捉えている。
　一人一人の「わかった・でき
た」という自覚は、自己肯定感
や次の学習への意欲につなが
るものであり、引き続き大切に
したい。大田区学習効果測定
の結果に基づく学習カルテ等
を活用しながら、児童のメタ認
知の力を高めさせたい。
　確かな学力の定着を目指し、
学習の見通しと振り返りを重視
し主体的に学習に取り組む児
童を育成する授業づくりに努め
ていく。

7

2

Ａ

○子どもたちの笑顔がよく見られる。思いやりの心
が育っていると思いました。

○保護者から「やさしく思いやりのある子に育ってき
ている」という項目で高いパーセントを得ているの
は、馬小での生活が心おだやかなものだと感じとれ
ます。うまく学校生活を送ることが困難な児童に対し
ても色々な検討がなされている所も頭が下がるば
かりです。

○現状のまま。

○家庭のウェイトが５０％以上あると思います。あま
り小さ過ぎることにこだわりすぎず、適材適所で進
めることも肝要かと考えます。

○メンタルヘルスやいじめ問題についての学校の
取組が保護者に周知されているか疑問がありま
す。センシティブな問題なのでなかなか困難だという
ことも承知していますが、このあたりもなにかしら共
有できるとさらによいように思います。

○「きまりを守って行動している」と頑張っている児
童が殆どと思いますが、周りのことを気にかけない
問題行動等への対応に諦めず取り組んでいる先生
方の努力を保護者もわかって協力していただけると
より良い学校になると思います。

0

1

〇工事が終われば改善されると思います。

○限られたスペースの中でも色々な工夫、また先生や保
護者の協力により、子どもたちは充実したスポーツ体験を
していると感じます。

○限られた環境の中での体力向上に向けた取組は大変
なことと察します。ジュニアバレーにもお手伝いできること
があると思いますので連絡ください。

○規則正しい習慣は家庭が８０％と思います。学校では
楽しく何でも体を動かせば腹も減り食事がおいしくなると
思います。

○かつて体育教育推進校であったときより、こどもたちの
体力運動能力が劣化している印象は否めません。校庭
の工事やプールが使えないなどの逆境ではありますが、
改善を期待します。

○校舎増築工事で校庭がせまくなり鉄棒も使用できなく
猛暑の影響でプールへ入れる日も減ってしまった状況、
運動会も完全な形でできなかったことはとても残念でした
が次年度に期待します。

〇先生方の負担が大きくならない事を願っています。

○教員は児童一人一人に丁寧に対応されている様に思い
ます。

○毎日、時間に追われ忙しい中で色々な事柄に対応してい
く先生方の姿はまさに聖職だと感じます。子どもたちの味方
でいてくれる先生方がいるお陰でこの高い結果が出ている
のだと思います。

○現状のまま。

○特に運動会の際に教員間の暗黙の了解を強く感じまし
た。現場の教員と管理職が助け合う姿が美しかった。大きな
事故もなく終了した事もすごいが、その姿を児童が見ていた
ことが大きい。

○次年度、土曜授業の廃止と総合的学習の強化により、先
生方はより効率的かつ効果的な指導が求められることにな
ります。土曜にリフレッシュして、よりよい指導を実施してい
ただくことを期待しております。

○担任の先生だけでなく、学年の先生が教科でかかわるこ
とで児童にメリハリができてとても良いと思う。先生方も研修
を重ね実践で生かされることを楽しみにしております。

　落ち着きある学校生活を送る
ことができている児童、自他を
尊重する心を大切にしている
児童が多いのは、本校のよさと
捉えている。
　生活指導に関しては「馬込生
活スタンダード」を全校の共通
目標として設けるとともに、定
期的に評価を行うことで児童の
様子を各家庭と共有している。
　道徳教育についても、道徳だ
より「こころのたね」を隔月発行
するなどして本校の取組を積
極的に知らせるとともに、道徳
授業地区公開講座における各
学級での協議、アンケートによ
る道徳教育に関する保護者の
意識調査等を実施することで、
啓発を図ることに努めてきた。
　学校生活への適応に課題の
ある児童も見られる。今後も家
庭はもちろん、教育センターや
適応指導教室、フリーススクー
ル、医療等の外部機関等とも
連携しながら、一人一人に応じ
たよりよい対応の在り方につい
て柔軟に検討していく。

Ｄ

Ｃ
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Ｂ

４：
全て90%
以上

４：
全て90%
以上
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３：
全て80%
以上

２：
全て70%
以上

３

C３
（85）

P３
（８９）

Ｃ

３：
全て80%
以上

２：
全て70%
以上

１：いずれ
かでも70%
未満

3

4

4
　成果指標「４」にはわずかに
達しなかったが、アンケート結
果では肯定的な回答の割合が
高かったと捉えている。
　児童の実態を把握、共有しな
がら、学習指導や生活指導の
向上に努めてきた。特別支援
教育校内委員会を計画的に実
施し、巡回指導教員等とも連携
を密にして児童一人一人の困
り感や保護者のニーズ等に対
応してきた。
　校内研究では、区独自教科と
して始まる「おおたの未来づく
り」のカリキュラム・マネジメント
を意識しながら、人との関わり
合いや探究的な学びの充実を
目指して、生活・総合的な学習
の時間の指導の充実を目指し
てきた。

１：
いずれか
でも70%未
満

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化にし
なやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

3

C（児童）：
　「コンピュータやイン
ターネットなどを活用し
て情報を収集し、自分
の考えをまとめたり発表
したりすることができる」
と回答した６年児童の
割合

P（保護者）：
　学校評価保護者アン
ケート「学校は、外国語
教育、論理的・科学的な
思考力の育成、ICT活
用等の今日的課題に対
応した教育活動の推進
に努めている」で肯定的
な回答をした保護者の
割合

２：
全て70%
以上

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ＩＣ
Ｔ機器を活用した授業を実施する。 4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

3

○ICT等の活用で教育活動が活発に行われている
と思いました。

○幼い頃からネイティブの発音に触れる機会が多
いことは、とても素晴らしいことだと感じます。イング
リッシュカフェ、イングリッシュフライデーなど今後も
馬小ならではのイベントで大田区の子どもたちを
引っ張っていってほしいです。

○先生方が工夫して授業されている事に対して評
価できるが、保護者に対しての伝え方に工夫が必
要と感じた。

○自己の確立にかかわる最重要となる事と考えま
す。十人十色、700人700色を失敗を繰り返しながら
あこがれのモデルを探す事も教育の１つではないか
と考えます。

○タブレットを活用した教育のために機器を配布し
ていても、子どもたちは目的外使用をしてしまうもの
です。総合的学習の一環として情報リテラシー教育
に注力いただければと思います。

○自身が受けてきた教育内容から著しく変化してい
るが、保護者はその内容をどの位理解されている
のだろうか。タブレットの適切でない活用をしている
児童の保護者は、その状況を認知しているのだろう
か。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

3

Ｂ 3

0
体力テストの結果を踏まえ体力向上全体計
画を作成し、計画に基づいた体育指導や
「一校一取組」運動や「一学級一実践」運動
を実践する。

Ｄ 1

２

C３
（89）

P２
（76）

　昨年度の校内研究等の成果もあ
り、授業におけるICT活用は各教
員が積極的に取り組んできた。そ
れに伴い児童のタブレット活用ス
キルも着実に向上している。反
面、適切でない活用も一部に見ら
れた。引き続き問題への対策と児
童へのモラル指導にしっかりと取
り組んでいく必要がある。
　外国語及び外国語活動について
は、特にALTと連携した活動の充
実が図られ、児童にとってネイティ
ブな外国語がより身近なものと
なってきている。イングリッシュカ
フェや放送によるイングリッシュフ
ライデーなど、本校ならではの取
組も実践されてきた。
　校内研究では近く始まる区独自
教科「おおたの未来づくり」のカリ
キュラム構想を意識しながら、生
活・総合の研究を進めている。
　保護者アンケートの項目に対し
て「わからない」という回答が全回
答の12.7％を占めている。質問項
目の内容の捉えにくさや児童の変
容の表れにくさ等に加え、学校広
報を通じた理解促進の取組がまだ
十分とはいえない面がある。昨年
度に引き続く課題である。

Ａ

4

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習補助員等による算数・数学・英語の補
習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法につ
いて、指導する。

5

３：
全て80%
以上

3 １：
いずれか
でも70%未
満

4


